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はじめに

洋画家であり、戦中は戦争画を制作したことでも知られる藤田嗣治の《千人
針》（1937 年）は街頭で千人針を縫う女性たちの姿が主題となっている（図 1）。
ここに描かれているのは当時の都市部の街角でしばしば見受けられたであろう、
市民の様子である。そしてやはり印象的なのは、前景に配置された割烹着の主
婦たちと、セーラー服の少女だ。
千人針を縫う場面のほかにも、割烹着の主婦やセーラー服の少女の図像は、

モンペや男性向けに普及した国民服などと並んで、大衆メディアにおいて戦争
に協力的な市民のユニフォームとして表出することが少なくなかった。
しかし戦後、学校制服の是非をめぐる議論が行われるようになると、女学生
の制服として親しまれているセーラー服も海軍を連想させることなどから、つぎ
のように軍国主義の産物と非難の声が上がるようになった。

戦う少女のユニフォーム
―�戦時中におけるセーラー服表象―

渡辺 友美

図 1
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女の水兵服はそのころの男尊女卑思想をそのまま、陸軍より一段下に見
られた海軍の兵服を型取ったものである。軍国時代の遺物もいいところ（中
略）学問の自由と個性の伸長を目指す大学にとって、制服は全く無用、とい
うよりは一種の“敵”であろう。高校や中学の場合は多少大学と違うが、そ
れでも軍服を着せる必要はないに決まっている1）。

掲載誌の『世界』は左派の論調であることも考慮するべき点ではあるが、1960
年代、制服論争は「春の風物詩」となっており、たとえば『読売新聞』は賛否い
ずれの主張も取り上げるなか、「特に、ツメえり、金ボタンの学生服は、明治維
新の官軍の軍服に型取ったもの。女学生のセーラー服は、その名のように水兵
服の変型だから、男女ともに軍国主義のにおいが強いというのも、精神的反対
論の強力な根拠である」と紹介している2）。
こうしたセーラー服を軍国主義に結びつける傾向は、野坂昭如によるルポル
タージュ風の小説「好色萬載集　第一話・セーラー服縁起」にも表れている。主
人公、庄助はひどくセーラー服を着た女子学生を崇拝している。その誕生のルー
ツを突き止めようと学生服の生産が盛んな岡山県に赴くと、偶然地元の女子学生
たちが街を案内してくれることになる。ところがその女子学生たちが自身のセー
ラー服を「単なる作業着」と捉えていることに庄助は「この世の中で、もっとも
香しく、清純な衣裳と信じこんで、まただからこそ永遠の想いを寄せていたセー
ラー服が、実は、当節の殺伐たる女性産み出した元凶らしいのだ（ママ）」と急
に興ざめをしてしまう。そして自らに言い聞かせるように、セーラー服は「無敵
海軍の雄姿」と重ね合わされた、「軍国主義と表裏一体」のものであると、嫌悪
感さえ抱くようになっていく3）。
しかし、先行研究によって明らかになっているセーラー服の歴史に目を向けれ
ば、日本の女学生のセーラー服が軍国主義の産物であるという認識が誤ってい
るという指摘4）は妥当である。その一方で、この装いが戦時中にも完全に排除さ
れることなく存続した背景のひとつとして、少なからずメディアを通して時局に
迎合したイメージが形成されていたことも否めない。
本稿では、日本の少女が着用していたセーラー服が戦時中、海軍の軍服とは

また異なった文脈のなかで、愛国心や軍国主義を示すものとして機能したその
諸相を明らかにしたい。
日本の女学校におけるセーラー服の導入過程については、これまでに複数の
研究者によって詳細な検討が行われている。しかし大衆メディアにおける視覚
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的な資料を対象とした、そのイメージの変遷に関する考察の余地は多分に残さ
れているといえるだろう。また、モンペや割烹着、国民服といった戦中に存在感
を放っていた衣服に関する研究はあるものの、同時代に同じくアイコニックな服
装であったセーラー服にまつわる表象についての考察は、十分に行われている
とは言い難い。そこで、主に 1930 年代後半以降の戦時中において主に女学生に
よって着用されたセーラー服のイメージの問題について、モンペや割烹着などの
衣服と適宜比較をしながら再考を行う。戦中と戦後におけるそれぞれのセーラー
服のイメージを断絶されたものと見なさずに、また軍国主義を示す服であったか
否かという単純な二項対立として捉えることなく、その両義性に着目しつつ、検
討を行っていきたい。

1．日本の女子教育におけるセーラー服の導入

まずは先行研究において明らかになっている、日本の女子教育におけるセー
ラー服の成立過程を簡単に整理しておこう。
最初期のセーラー服の導入は、体操服としてであった。これは教育者である

井口阿くりが留学先の米国で、女子学生が着用していた服装を日本の女学校で
も用いることを提案したことがきっかけである5）。
ちょうど 20世紀初頭の米国では、女子学生の通学服として、「ミディ」と呼ば
れるセーラー服のファッションが流行していた。すでに 1870 年代末にはボート
競技のチーム用にセーラー型のユニフォームが採用されており、これは女子教
育の場における初期の例といえるだろう6）。ここに米国海軍との直接的な関係性
は認められず、当時の欧米で流行していたファッションを取り入れたと考えられ
る。20 世紀に入ると、バスケットボールなどのスポーツのユニフォームとして
だけでなく、通学用の服装としても広がりをみせるようになる。この頃の少女た
ちは「アメリカの女子学生の制服といってよいほどのもの」になるまでにミディ
を着ていたという7）。主に 1910 年代から 20年代にかけて販売されていたミディ
のブランド名には、米国海軍の人物名などを冠したものが複数見受けられるよう
になる8）。またそれだけでなく、米国の少女たちにミディが普及した背景として、
米国海軍兵学校の衣服の余剰を活用したと広告で謳われることもあった9）。この
広告で示された経緯は慎重に検討する必要があるが、企業が海軍のイメージと
関連づけて商品を展開していた事例があることは留意すべき点であろう。
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井口が提案した運動服の形状は、1905 年の『婦人画報』に掲載された女子高
等師範学校の女学生たちの写真からもうかがい知ることができる（図 2）。しか
しこの運動服は、女子高等師範学校などごく一部の女学校でのみ着用されるに
とどまっていた10）。
そしてその後の 1920 年、平安女学院がワンピース型のセーラー服を採用し11）、
翌年の 1921 年には愛知県の金城学院や福岡県の福岡女学院が、現在でも一般的
なツーピース型のセーラー服を採用した12）。金城学院では校主事務取扱であっ
たチャールズ・A・ローガンの娘が着用していたミディがモデルとなり、1921 年
の 9月から制服として制定された13）。福岡女学院では、当時校長であったエリ
ザベス・リーが来日前に教鞭をとっていた、ペンシルベニア州にあるシッペン・
スクールの学生たちの服装や、自らが所有していたミディを手本に導入された。
この評判は広がり、日本各地から制服の見本の請求があったという14）。このよう
に、女学校におけるセーラー服は米国に強く影響を受けているのだ。ここで強調
しておきたいのは、女学校の制服の導入に関しては、海軍のセーラー服とは直
接的な関係がないということだ。日本の海軍においては 1870 年 10 月、「海軍ハ
英吉利式15）」に倣うよう政府から通達があり、その 2年後の 1872 年には海軍省
の「中等士官以下服制」にて「フロツク則チ方今用フル所ノ水火夫服16）」と記載

図 2
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され、セーラー服が常服として定められたことがわかる。

2．平和な時代のセーラー服表象

日本における高等女学校への進学率は上昇傾向にあったものの、1925 年か
らの 10 年間は約 15％の横ばい状態が続き、1940 年の時点でも20％には達して
いない17）。このデータからも、女学校は当時の 10 代の少女に広く開かれてい
たとは言い難い。こうした限られた枠組みのなかではあるものの、セーラー服
は 1930 年代に入ると、ジャンパースカートと並んで各地の女学校にて制服とし
て定められる事例が増加したという18）。この時期は、女学生を示す衣服として、
セーラー服の存在感が高まりはじめた頃とみてよいだろう。
また女学生の制服という印象の強いセーラー服であるが、尋常小学校の女子
児童の通学服としても広く着用されていた。女子児童向けのセーラー服は女学
生の制服と基本的には同じ形で、1930 年代以降に増加の傾向がみられるとい
う19）。百貨店も新学期のシーズンに合わせて、「セーラー型女児通学服」といっ
た名称でその販売に力を入れていた20）。
セーラー服姿の女学生は少女雑誌を中心とした出版物や広告、映画などの大
衆メディアにおいても、次第に多様なイメージが形成されていくようになるが、
その流れのなかでセーラー服の少女を表す言葉として「制服の処女」というもの
が散見される。
その由来となったレオンティーネ・ザーガン監督のドイツ映画『制服の処女』

（原題：Mädchen in Uniform）は全寮制の女学校を舞台にした作品で、『キネマ
旬報』では 1933 年の「優秀映画」外国映画部門にて首位に選ばれるなど、大変
な人気を博した21）。劇中で少女たちを抑圧するものとして表されている制服は
セーラー型のデザインでこそないものの、女学校や制服という要素がモチーフと
なったこの作品から連想されるイメージは、日本国内における大衆メディアにも
影響を及ぼしていた。たとえば、1935 年 3月の映画館プログラム裏面に掲載さ
れた、平尾賛平商店の化粧品「レートメリー」の広告を見てみよう（図 3）。そ
こには「學園處女（せいふくのミス）はメリーがお好き！」というコピーととも
に、セーラー服姿の女学生がヴィジュアルに起用されている。
1936 年にはザーガン版の翻案として、日活から『嫁入り前の娘達』という作

品も製作された。現存する映画館プログラムや映画雑誌に投稿された批評から、
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内容の断片をうかがい知ることが出来るが、原節子をはじめとする女学生の衣
装にはセーラー服が用いられていた。日本で形成された「制服の処女」像とセー
ラー服には切り離すことのできない関係性がみてとれるのだ。
また、教育社会学者の稲垣恭子によれば、女学生には将来の良妻賢母や、芸
術に親しみ教養のあるモダンな女性、そしてロマンティックな感性を持った少女
といった、多層的なイメージが伴っているという22）。実際に当時のメディアに目
を向けてみると、稲垣が論じた内容は、しばしばセーラー服姿の少女の図像にも
認められる。たとえばセーラー服姿で家事をする少女のイラストには良妻賢母に
なることへの期待のまなざしを見出すことができ（図 4）、カンバスに向かい絵
画を嗜む様子からはモダンなセーラー服の少女像が示されている（図 5）。これ
らの図像は大日本雄弁会講談社の『少女俱楽部』に掲載されたものであり、同誌
は当時発行されていた少女雑誌のなかでもとくに多くの読者を獲得していた23）。
そして女学生とロマンチシズムが結びついた好例といえば、実業之日本社の『少
女の友』での活躍で知られる中原淳一によるイラストであろう。同誌の 1938 年
5月号の付録「女學生譜」は中原のイラストと西條八十による詩で構成された小
振りの冊子であるが、そのなかには制服への愛着をきわめて感傷的に表現した
一編「制服を唄ふ」が収録されている（図 6）。

図 3 図 4
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新入学のよろこびに　高鳴る胸を、晴れやかに、　包みし制
ふ く

服よ、―微笑み
て　母も眺めき、その朝

あした

。
若葉かゞやくバルコンに　肩くみあはせ、亡き友と、　仰ぎし空の白き雲、
その想ひ出も残る制

ふ く

服。
修學旅行のたそがれに　山の小徑を師の君と　辿りしときに、美しき　月
は照らしぬ、この袖を。
乙女の涙も喜びも、　やさしく秘めし紺の制

ふ く

服、　襞にアイロン掛けると
き　ああ、想ひ出の香の匂ふ。

和服の少女が胸に抱いたセーラー服は、学生生活の記憶が凝縮された特別な
衣服としてシンボリックに語られている。しかしこのような状況も長くは続か
ず、次第に市民の生活においても戦時色が強まる中、セーラー服に平穏な少女
の日常を見いだすことは難しくなっていく。

図 5 図 6
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3．日中戦争開戦以降のセーラー服に対する世論

昭和初期のモダンな少女の装いとして大衆メディアを彩っていたセーラー服
であったが、日中戦争の開始とそれに伴う国民精神総動員が提唱されはじめた
1937 年頃を境として、その風向きは変わることとなる。時局を考慮した上でセー
ラー服は不経済的だという理由から非難の対象とされたのである。
たとえば、女性運動家として知られる山川菊栄は 1937 年 8月 30日の『読売
新聞』にて「欠點だらけ　女学生の制服」という題で、セーラー服のデザインは
可愛らしいが、日本の夏の気候に適さず、布が多く使われていることなどから不
経済な点が多いということを述べている24）。
1938 年になると繊維を軍需品へ優先的に利用するために、民間における綿製

品の製造販売が禁止されるだけでなく25）、小学校、青年学校、中等学校の制服
や制帽の新調を禁じ、有り合せのものを着用するようにという通達が文部省よ
り発せられるなど、市民の服装にも時局の影響が及びはじめた26）。新聞紙上な
どでは非常時における服装の在り方についての話題がしばしば提示され、先の
山川菊栄の記事にとどまらず、セーラー服の是非を問うような議題が上ること
もあった。たとえば家政学者の成田順は「若さと喜びの誇り　セーラー服女學
生　さて長短いづれが多いか」というトピックにおいて、山川ほどに否定的な姿
勢を見せていないものの、やはりスカートの襞に関しては削減の余地があろうと
語っている27）。
節制の風潮が高まる中、実際に富山県の学校ではセーラー服の着用を禁止す

る動きがあったようだ。「セーラー型はそも

〵 〳

アメリカ・フラツパーが水兵生
活にあこがれて眞似たもので、優美、衛生、經濟、便利の點からいつて新時代
の女學生にふさはしくないといふ意見が女學校長會議で勝ちを占めた結果で、
ダブル折襟型がこれに代」わることになったという28）。ところがこの「優美、衛
生、經濟、便利」という点は米国の女学生向けセーラー服の広告においてキー
ワードとなっていたものであり29）、これらの長所は日本の女学校に制服として採
用された理由にも通じている。1920 年代の欧米における活動的な女性であるフ
ラッパーが抱いた水兵への憧憬に由来しているという説は信憑性に欠けるもの
の、女学生のセーラー服が米国経由のものであったという認識がなされているこ
とは注目に値する。対米関係は 1940 年以降に屑鉄の対日禁輸措置がとられるな
ど、本格的に悪化しはじめることを踏まえると30）、そうした反米感情と結びつい
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たものではなく、外国の華奢な装いへの反発と捉えるのが妥当であろう。
このようにセーラー服への風当たりが強くなる一方で、「非常時」に適した形
に改良されたタイプのセーラー服も登場するようになる（図 7）。「制服統一の運
動は軈て民族統一運動に迄伸展してゐるかに見える」というなか、「鐘紡報国服」
という名称で登場した制服は、一見すると一般的なセーラー服であるが、襟の
裏に畳み込まれた布を広げると頭巾になり、「スカートの裾の紐を絞るとモンペ
式になつて防空、防火作業等に自由に活動出來る」という31）。これがどの程度実
用段階に至ったのかは調査の余地が残されているものの、セーラー服のデザイ
ンの特徴を極力留めようとする動きの一例ととらえることができるだろう。
襟やスカートの襞に余分に用いる布が不経済ではないかといった意見こそ上

がっていたものの、統一的な服装を望む声が強くなるなかで、セーラー服が女
学生の制服を象徴する存在だったという事実は、その存続に有利にはたらいた。
そして、この時代に求められていた全体主義的なイメージを図らずも内包してい
たセーラー服は、銃後を守る少女像に合致し、戦争に協力的な文脈においても
頻繁に表れることとなる。

図 7
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4．軍国少女としてのイメージ

先ほど言及した藤田の作品のような、千人針を縫うセーラー服の少女というモ
チーフは、『少女倶楽部』昭和 12 年 10 月号「ヨット鉛筆」の雑誌広告のカット
にも認められる（図 8）。コピーはなくイラストのみの構成であるものの、千人
針とは直接関係のない鉛筆の広告にも、戦争への協力を促すようなイメージが
及んでいた32）。同様に、慰問袋や慰問文を製作する姿は愛国的なセーラー服の
少女の典型である33）。
銃後を守る女学生たちを主人公にした演劇や映画作品も散見され、現在では

鑑賞することが叶わないものも多いが、残された広告や映画雑誌の記事などの
資料からはその一端をうかがい知ることができる。日中戦争が始まった 1937 年
7月以降、戦争関連の映画が競うように製作され、劇場公開に必要な検閲の件数
も急増したという34）。
1937 年 12 月に東宝より封切られた『愛国六人娘』は「非常時日本の若き女性
群と少年航空兵を描いた愛國映画35）」であったようだ。「こゝには銃後を守つて
第二の母性たる女學生の時局に對する覺悟が、歌と若さのリズムとなつて大空
に響き渡る……36）」という宣伝文や、映画公開にあわせて発表された同タイトル

図 8
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の楽曲には「銃後の護りよ　いざ諸共に　盡
つく

すわれらは　祖国の乙女37）」という
一節があり、揃いのセーラー服に身を包んだ 6人の女学生の姿が、スクリーン
を通して観客に軍国少女のイメージを示したことは想像に難くない（図 9）。こ
の『愛国六人娘』は、盧溝橋事件からちょうど 2年が経過した 1939 年 7月 7日
に「聖戦二周年38）」として上映された東宝映画のプログラムにも組み込まれてお
り、こうした機会を通じてもそのイメージが反復されたといえよう。
『軍国女学生』は 1938 年 5月に宝塚少女歌劇の演目として発表されたのちに、
映画と演劇を組み合わせたキノドラマという形式でも同年に上演されている。海
軍省軍事普及部による提供という点からも、プロパガンダ性の強い作品である
が、「従來の軍國レヴユウと異り、銃後女學生の赤誠の發露を實話について構成
したもの39）」で、戦線の兵士ではなく、銃後にスポットライトを当てた点を特色
としていた。
同タイトルのレコード音源には「行け　男の子等よ　我も亦　立ちて薫ら
む　國の華」というフレーズが繰り返し登場し、「銃後を守る　我がつとめ」と
いう女学生に求められた役割が歌詞に組み込まれている40）。
キノドラマ版の謳い文句には「海軍士官と海の荒鷲を兄に持つ二人の女學生、
その二人を圍む制服の處女たちが、愛國の意氣に燃えて振ひ立つ41）」とあるが、
そこにかつてのレートメリーの広告に示されたような「制服の処女」である少女

図 9
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個人の有する清らかさを見出すことは難しい。純粋性という少女の記号は全体
主義的な国家の高潔さへと結びつけられていくようになる。「制服の処女」ある
いはそれを意識した言い回しは、戦争に協力的な少女のニュアンスを含ませる
ことで、戦中にも好んで用いられた。
また『少女倶楽部』1938 年 5月号に掲載された水島あやめによる短編小説「制
服の聖女」というタイトルも明らかに「制服の処女」を意識しており、感傷的な
ストーリーながらも銃後を守る献身的な少女の美談が語られている。挿絵は人
気を博していたイラストレーターの一人である高畠華宵によって描かれており、
かつて流行した映画を意識したタイトルが示すように、セーラー型の制服を着た
女学生に内包されてきた純粋さという表象は国家に貢献するための要素に結び
つけられている。
さらに、日本国旗とセーラー服の少女という組み合わせも見過ごすことはでき
ない。『少女倶楽部』1938 年 5月号の口絵には天長節（天皇誕生日の旧称）に、
セーラー服の少女が日本国旗を手に、出征している父親に想いを馳せる様子が加
藤まさをによって描かれている（図 10）。これまでにみたような銃後を守る少女
像に国旗が並置されることで、より直接的に愛国的なイメージに結びついている。
内閣情報局発行のグラフ誌『写真週報』1938 年 11月 9日号に掲載された読者
からの投稿作品では、日の丸を掲げるセーラー服の少女たちの写真が目をひく
（図 11）42）。プロパガンダとしての側面が強い媒体であることは考慮が必要であ

図10 図 11
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るが、雑誌や映画において形成された愛国的なセーラー服の女学生というヴィ
ジュアルは現実の光景としても切り取られ、流通していたのである。同号は漢口
陥落を祝したイベントに集う市民の姿も伝えているが、セーラー服の女学生が足
並みを揃えて行進する姿や、俯瞰のアングルから一斉に礼する姿をとらえた写
真からは、銃後を守るユニフォームの画一性が、個のない集団性を際立たせて
いることを読みとることができる（図 12）43）。
こうした図像は、1940 年を通して全国的に催されていた、皇紀 2600 年を祝う
行事の光景にも認められる。無数の日の丸とセーラー服がひしめく皇居前の写
真には、「天皇陛下萬歳を力強く叫ぶ女學生たち44）」という一文が添えられ、統
率のとれた群衆の印象を強く与えている（図 13）。
また、セーラー服に身を包んだ少女たちは、必ずしも学生であったわけではな
い。1937 年の建国祭でのパレードにはセーラー服姿の「女工さん」の姿がカメ
ラに収められている（図 14）。このキャプションが正しいとすれば、学校制服の
枠組みを超えた愛国的な「衣装」として、この後に言及する割烹着と並んで、少
女向けのセーラー服が機能していたと捉えることができるだろう。

図12
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5．銃後の「軍服代用の制服」

銃後を守ることが女性に求められるなかで、セーラー服に限らず統一的な服
装に身を包んだ市民の姿は、国家へ奉仕する愛国的な集団というイメージを大
衆に与えるのに格好の主題となった。

図13

図 14
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セーラー服と同様に銃後の女性を象徴していた服装として、割烹着も看過す
ることはできないだろう。とりわけ国防婦人会の割烹着にたすきを掛けた装い
は、戦争に協力的な女性の「軍服代用の制服45）」として定着していた。
割烹着の考案については諸説あるものの、明治期に上流家庭の子女が通う料
理教室にて考案されたものといわれており、大正から昭和にかけて、木綿が安
価になるとともに庶民にも普及したという46）。
それでは、なぜ家事をする際に用いられる割烹着が国防婦人会のアイコンと

なったのだろうか。国防婦人会は大阪の主婦たちが出征する兵士を見送る際に
駅や港でお茶出しなどのボランティアを行なっていたのが始まりで、1932 年
3月に新聞社や警察の後援と、軍部による指導で大阪国防婦人会が発足し、早
くも同年 10 月には全国的な組織である大日本国防婦人会へと規模が拡大し
た47）。その大阪の主婦たちは割烹着姿であったが、以降も割烹着を身につけ奉
仕活動を行う姿が市民に受け入れられ、正式な会服になったという48）。「着替え
る間もなく台所から飛び出してきた」といった献身的な奉仕の姿勢が表れている
ことや、統一的に割烹着を着ることで、他者との着物に対する競争心を生じさ
せないことも支持の理由であった49）。主婦たちにとって「家」という、彼女たち
が押し込められていた旧来の場の外で、女性も戦争に協力することのできる活
動の場が与えられたことを視覚的にも表していた。「銃後婦人の緊張と活躍を象
徴させたもの」とまで謳われた割烹着であったが50）、防空演習などの活動には適
さないといった実用的な側面から、批判的なまなざしが向けられることもあり、
銃後婦人の服装は次第にモンペへと移行することになる51）。
割烹着が主婦たちの「軍服代用の制服」であるならば、セーラー服は銃後を
守る少女たちの「軍服代用の制服」として、メディアを通して表出したといって
よいだろう。ただし、そのような文脈で表れた少女のセーラー服がある意味で
の「軍服」であったとしても、たとえば先ほど触れた米国の女学生の通学服や日
清・日露戦争時における男児用セーラー服52）のように、海軍との接続性を持た
せて国威高揚の文脈に組み込まれるという例はあまり見受けられない53）。
繰り返しにはなるが、少女のセーラー服は日本の女学校に制服として採用さ

れた当初から、海軍の水兵の服装とは直接的な関係が無い。本来のセーラー服
が有する海軍の制服であるという要素が強くアピールされることはなく、あくま
でも銃後の少女として国に貢献する姿が期待されているのである。
先に述べた『少女の友』の人気イラストレーターであった中原は、彼の描く少
女が「健康な強い少女ではなかつた」として、軍部の圧力により1940 年 6月号
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のセーラー服姿の少女の表紙を最後に、同雑誌からの降板を余儀なくされたこ
とは広く知られている54）。平和な時代のセーラー服を象徴するような中原のイラ
ストが誌上から撤退した一方、セーラー服は健康で理想的な少女の身体を包む
衣服として機能することで存続していく。しかしその着用スタイルは時局の影響
を受けて変容を遂げる。戦争に協力的な女性の服装であった割烹着が、活動性
の側面から次第にモンペへと移り変わったように、主にプリーツスカートと組み
合わせて着用されていた女学生のセーラー服も、モンペとともに着用されること
が多く見受けられるようになっていった。

6．「戦闘服」化するセーラー服

モンペとはもともと農村部の女性たちの活動着であったが、防空演習など活発
な動きが求められる場で着物の裾が広がることを避ける目的から都市部の女性
たちにも広まっていった55）。モンペ姿の女性は 1930 年代後半以降、戦争に協力
的な存在として頻繁にメディアに現れるようになる。モンペ姿は当初、都市部の
女性の戦争協力的なアイコンとして取り上げられていたが、次第に地方の農村
部の女性たちこそ「報国的」な存在へとシフトしていったという。その背景には
都市における消費文化が個人主義的として問題視されたのに対し、男性不足を
補い労働に勤しむ、農村部の女性の恭順な姿勢を賛美する傾向があったのだ56）。
1940 年 12 月の『少女倶楽部』では「興亞の少女たち」というキャプションとと
もに、セーラー服にモンペ姿で鎌を片手に農作業に従事する少女の写真が確認
できるが、少女もこのように労働する姿が求められはじめていた（図 15）。
『アサヒグラフ』も「モンペ姿の簡素美」と題し、秋田と長野の女学生のモン
ペ姿を取り上げている57）。セーラー服にモンペ姿の秋田高女生の全身写真には
「きりッと引きしまつて寸分の隙もない服装」とキャプションが添えられ、そこ
にかつてのような無邪気な乙女の表象を見出すことは難しい（図 16）。地方の女
学校では 1942 年後半頃から、制服のスカートをモンペに変更するところが増加
したという58）。
1941 年 1月には文部省により、学生が制服を新調する際には国が指定したデ
ザインのものに限るという旨の通達が発された59）。女生徒には丸みを帯びたヘチ
マ襟の制服が定められるが、通達には進学前の学校で着ていたものを引き続き
着用したり、兄姉のお下がりを着たりすることで可能な限り制服を新調しないこ
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とが併記されており、セーラー服が姿を消すには至らなかった（図 17、図 18）。
当時は小学生の間にも制服ではないものの、女学生とよく似た形のセーラー服が
ある程度普及していたことから、引き続きそれを着る者もいたと考えられる60）。
しかしこうした逆境に置かれながらも、セーラー服が根強く生き残っていた背
景には、少女たちのセーラー服に対する憧れや愛着のほかにも、セーラー服あ

図15

図 17

図 16

図 18
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るいはそれをまとった少女が時局に適応した形でメディアに表出していたという
要因があるのではないだろうか。そしてその傾向は戦況が悪化しても続いていく
こととなる。
1942 年には衣服にも配給制度が適用されるなど、国民を取り巻く衣服の環境

は日々厳しくなりつつあった61）。そうした状況下、同年の 4月 28日から 6月 2
日にかけて、芝公園の赤十字博物館にて「戦時被服展覧会」が開催された。「こ
の際國民の被服生活に根本的檢討を加へて戰時體制化し、以て國策に順應せし
むること」が急務と掲げられたこの展覧会は、国民服や婦人標準服をはじめとす
る模範的な装い、また物資を節約した被服に関する資料を展示し、国民を「啓
発」することを目的としていた62）。会場で講演を行なった専門家には、成田順や
大妻コタカといった女子教育者も名を連ねるなど、ひと月ほどの会期ながらも本
格的なイベントであったことがうかがえる。
女学生の制服に関しては、前年に定められたヘチマ襟の標準服が「女子中等
學校制服」として展示されていたようだ63）。その一方で、注目したいのは「和洋
服の心肺機能に及ぼす影響」と題された、洋服と和服それぞれの服装で運動し
た際に身体へかかる負荷を比較したパネル群において、洋装を示すイラストに
セーラー服の少女が起用されていることだ（図 19）。血圧、呼吸数、脈拍などを
計測した数値を提示することで、洋服の機能性を訴えるこの資料からは、セー
ラー服の利点を再確認させる役割を果たしたのではないだろうか。
また、国民学校の女子児童を対象とした「時局下に於ける國民學校女子服」
の形状は、襟の形状や、胸元のスカーフ、白いラインなどの特徴からもセーラー
服を強く意識していることがうかがえる（図 20）。「衿が非常の場合に直ちに帽
子及マスクに」なり、キュロットスカートのような下衣の裾を紐で縛ることで、
動きやすさを向上させることができるこのデザインや機能は、先ほど言及した
「鐘紡報国服」をも想起させる。
このように展示資料にセーラー服やそれに準じたものが認められることは、戦
時中に適した衣服を国民に向けて「啓発」する目的で催された展覧会において
も、セーラー服を排除しようという姿勢はみられず、むしろ依然として肯定的に
捉えていたことを示しているといえるだろう。
同年 1942 年には「これからの制服は資材と融通とを問題として考案さるべき

もので、女学校の制服として廣く採用されてゐる水兵服の如きものは考へもので
ある64）」という声が教育者から上がっていたように、相変わらずセーラー服に対
する批判的な意見はあった。ただしこの意見は反米英的な感情に基づいてはい
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図 19

図 20
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ない。しかし、次第に「鬼畜米英」という言葉が頻繁にメディアに表れるように
なるなかで、この二国との縁が深いセーラー服は敵対感情に基づいた非難の対
象にはならなかったのだろうか。これに関しては敵性語の観点などからも調査の
余地が残されているものの、たとえば、実際にミッション系の女学校の生徒が着
用していたセーラー服にあしらわれていた星のマークが米国を想起させるものと
して周囲の冷たい目線が向けられたケースがあったという65）。また、日本海軍兵
の活動を紹介した資料には「遺憾ながら今は憎つくき敵のイギリス海軍がその
元祖をなしてゐる」という記述があるが、しかし一方で「實際水兵服はどう見て
も可愛い」と、そのデザインを高く評価している66）。これは海軍の服装という文
脈ではあるものの、太平洋戦争中にセーラー服の元祖を英国と認めた上で肯定
的に捉えた例として注目に値するだろう。
労働力の不足が深刻になる中、1943 年には工場などでの勤務を行う女子挺身

隊の結成が定められる。翌年 8月に発された女子挺身勤労令は法的拘束力が伴
うもので、12歳以上の女子が動員された67）。このような状況下においても、セー
ラー服にモンペを履き兵器の製造に励む少女の姿が散見される。隊員は「戰ふ
女性達」であり、「一刻の作業が直接戰線とつながつてゐるといふ意識」を持っ
ているという（図 21）68）。挺身隊員が作業にあたる工場が戦場がであるならば、
少女たちのセーラー服は戦闘服とみなすことができるのではないだろうか。
日中戦争の頃には慰問文や千人針の制作といった活動であったものが、農作
業への従事、さらには女子挺身隊への動員へと、戦況が厳しくなるにつれて銃
後の少女に求められる貢献はよりアクチュアルなものへとなっていった。ここに

図 21
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は愛国的な少女を示すセーラー服が、戦闘服化する流れがみてとれる。スカー
トからモンペになっても、セーラー服の少女たちの「軍服」性は変わらず、むし
ろリアルに「戦う」姿がメディアを通じて報じられることで、セーラー服は戦闘
服としての側面を強めたといえる。実際には挺身隊員の技術は熟練にはほど遠
く、戦局への効果がいまひとつであったとしてもだ。
また、モンペを伴っておらずとも、セーラー服は戦う少女の身体を包み続け
た。『少女倶楽部』の1938年 11月号から1945年 8月号までの表紙絵分析を行っ
た中川氏は、戦時中の食糧難において女子の平均体重も減少傾向をたどるな
か、表紙に描かれた少女は依然として発育の良い体つきであることを指摘して
いる69）。たとえば商業美術家であった多田北烏による1944年 1月号の表紙絵は、
血色の良い健康的なセーラー服の少女が「米英撃滅」と書き初めをする、非常
に直接的な表現が印象的だ（図 22）。同雑誌の表紙を多数手がけていた多田で
あったが、情報局より「こんな絵は、これから使わないようにしてほしい70）」と
告げられ、この号を最後に降板することとなった。その具体的な問題点は明示さ
れていないものの、表紙の少女は「上品でやさしげ」であり、戦意高揚にならな
いために降板に至ったという指摘もあり71）、少女の服装が要因であったとは考え
にくい。実際に、多田の降板後もセーラー服の少女は表紙に引き続き描かれた。
一例として、1944 年 10 月号の三輪孝による表紙絵は多田とは画風が異なるもの

図 22
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の、より時局に即した形で国に貢献するイメージが形成されている（図 23）。こ
れらの表紙絵は少女の上半身のみ衣服が判別できる構図であり、戦局が悪化し
ていき実際の少女たちが痩せ細っていく状況のなかで、健康的な体型のセーラー
服少女はより理想的で望ましいものとして描かれ続けたといえるだろう。

おわりに

少女文化を専門分野とする嵯峨氏は先行研究において、1938 年に東京の女学
生たちが行なった制服調査について考察をしているが、そこには統制が厳しく
なりつつある状況下において、学校ごとに特色ある制服の詳細な記録を残すこ
とでの「動員体制への抵抗」が読み取れると論じている72）。また日本近代史学
者の刑部氏は、モンペやズボンの着用を強いられる中で女学生たちは「せめて
も上着だけはセーラー服を着たいと思った。その思いで上着のセーラー服にズボ
ンまたはモンペという折衷された姿となっていたのである」と述べている73）。確
かに服装統制後にもセーラー服を着続けることには、物資の節約を考慮したと
いう点だけではなく、ヘチマ襟の制服に対する「抵抗」と考えることもできるだ
ろう。モンペやズボンが「軍国主義」なのであって、スカートとともに着用され

図 23
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るセーラー服は、「戦争が始まる前の平和な時代の女子生徒の憧れの姿であった」
というように74）、確かに戦争の影から遠いところで、セーラー服姿のモダンな少
女たちの文化が花開いていたことも事実である。
しかし、スカートと合わせて着用されていた頃から、献身的で戦争に協力的な
セーラー服の少女像が形成されていたのであり、それ故に戦争末期においても、
敵国の服装として完全に排除されることはなく生き残り続けていた。たとえ「抵
抗」としてセーラー服を着ていたとしても、少女たちの画一的な服装が日中戦争
以降に銃後の「軍服」と見なされ、愛国的なイメージが蓄積されていった背景を
踏まえれば、セーラー服が戦闘服としてプロパガンダに表出したこともまた事実
なのである。
セーラー服は標準服へ「抵抗」する少女の戦闘服であったのと同時に、国家

に「恭順」する少女の戦闘服としてメディアに表出していたのだ。
割烹着が国防婦人会のユニフォームとして意識的に軍国主義の文脈に組み込

まれた経緯とは異なり、セーラー服は水兵の軍服が元祖ではありながら、海軍と
は距離のあるところで少女の日常に根付きつつあった。言うなれば、ニュートラ
ルな洋装であった。しかしその視覚的な統一性は戦中のメディアが求めていた銃
後の市民像にも迎合することとなった。だからこそプロパガンダにも用いられ、
愛国的な戦う少女のユニフォームというイメージも創出されたのだ。物資節約が
掲げられ、セーラー服に対する風当たりが強くなる一方で、国家に協力的な銃後
の少女像を形づくるのに欠かすことのできない衣服であった。着用する少女の意
思とメディアが描くセーラー服の少女像は交錯していた。両義的な表象を内包し
た少女のセーラー服は、戦中の動乱に翻弄されながらも、交錯した需要のため
にその姿を消すことはなかった。メディアを通して戦争に協力的な衣服という位
置付けが明白だった割烹着やモンペが過去の産物となってしまったのとは対照的
に、セーラー服は現代に至るまで少女たちのユニフォームであり続けている。
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